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今、子供たちに学びの保障を

教育は、人格の形成、資質・能力の育成を図る上で不可欠です。子供たちには、学校教育を通して教

育を受ける権利が保障されており、一人一人の子供たちは、皆、「個性化」と「社会化」のバランスの取れ

た日々の学校での学びや集団生活を通して、社会に巣立っていく基盤づくりに励んでいます。

新型コロナウイルス感染症対策に係る学校の３か月にも及ぶ長期休校は、この学ぶ権利、教育を受け

る権利を損なうものです。改めて、今、子供たちを取り巻く学校、家庭、地域などの関係者・機関が一致

協力し、社会の宝、国の宝である子供たちの学びを保障するよう注力しなければならないと考えております。

深谷市教育委員会は、学校と一体となり、また時に後ろ盾となって、この未曾有のコロナ禍の中、困難

さに立ち向かう子供たち一人一人が、その子の花を咲かせるよう、全力で支援してまいります。

渋沢栄一翁の「立志の精神」と「忠恕の心」を受け継ぐ「深谷の子供」を育
てるため、栄一翁や地域の先人についての新たな教材を作成し新編しました。

・全児童生徒に配付。
・図書館・公民館等でも閲覧可。
・ホームページから「ふるさと先生による『渋沢栄一翁
こころざし読本』読み聞かせ」動画を公開中。

「渋沢栄一翁 こころざし読本」
～深谷の心を紡ぐ～

つむ 

深谷の子供たちの心の根っこを
育てる深谷独自の副読本！
ぜひお手にとってご覧ください。

【教材の一例】
教材名 「大隈重信の誘い」
江戸幕府が倒れ、静岡の地で、商法会所を起こし充実し

た日々を送る栄一翁。そこに新政府の中心人物、大隈重信
から国づくりに参加してほしいと要請される。その時、栄一
翁は何を考え、どう行動したでしょうか。

栄一翁は、幼少のころから論語などを素読し、漢籍に親しんできました。その蓄積の中
で、自らの生き方を見出し、思いやりの心をもって、人生を駆け抜けていきました。コロ
ナ災害の中、この厳しい社会を生き抜く子供たちに、改めて自らの生き方を考えて欲しい
と願い、ふるさとの偉人、渋沢栄一翁のこころざし読本を刊行いたしました。



深谷っ子つながり支援

臨時休校中の子供を孤立させることがないよう、子供の学びや生活を支援することで、
学校とのつながりを深め、学校再開に向けた準備を進めてきました。

遠隔支援

顔合わせ支援

○家庭への伺い
（顔出し確認と一言支援）

○プリント配付
○ポストへのメッセージの投函
◯先生からの一言メッセージ

学校や教育研究所が作成したYouTube等を活用して、
子供たちの学びを支援しました。

「学び」への支援 「生活」への支援

＜学びへのいざない＞
・未履修内容の授業
・読書案内 等

＜新しい学びへの支援＞
・新学年の学習内容の提示

・校長、担任等の語り
・体調等確認の支援 等

YouTube公開件数、合計 1,７７２ 件！！
（小・中学校合計 １，６５７ 件， 教育研究所 １１５ 件）

学校のパソコンの貸し出しや、
ＤＶＤの配布等で、ネット環
境での視聴が難しい家庭への
支援も行いました。

新しい学びの姿 ～1人1台タブレット！～

本年度中に全児童生徒に対し、1人1台のタブレット端末を整備し、学校
の高速大容量ネットワークも充実し、新しい学びをスタートさせます。

効果的な協働学習 オンライン授業
１人１人を
最大限に伸ばす

緊急時に遠隔技術を用いて、
学校の授業を受けることがで
きる。

授業中の意見や理科の実験
結果などを即時に共有し、効
果的な協働学習を行うことが
できる。

１人１人の学びを蓄積・分析
し、個々の児童生徒に応じた
きめ細やかな指導ができる。

タブレット導入で・・・

新しい学びへ！！
再開された学校では

休校中の学び


